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2020年）

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・外国人を含め、多様な人々の「一人ひとり」
を平等に扱うとはどういうことか、また、その
ために保障すべき少数者の権利とはどういった
ものかに関心のある国や自治体等

ナショナリズムについて考えるには、まず、
身近な結びつきである郷土への想いが大切です。
例えば、新潟港開港150年、長岡開府400年を
記念する心に、本研究は関係します。
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ナショナリズムと憲法学
～憲法と一般社会とのギャップに橋をかけることはいかにして可能か～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

【研究の目的】
憲法は、一般人には理解できない。最近、そん
な声を聞くことがあります。憲法は、わたしたち
の日常生活と、直接にはかかわることはないです
が、法令等と根元でつながり、間接的には深くか
かわっています。であれば、憲法の理解に専門家
と一般人とでギャップがあるのはよくありません。
本研究は、そうしたギャップが生じるのはなぜか
をナショナリズムを鍵概念として解明し、深刻な
ものに至らないようにするためにはどうすべきか
を考えるものです。
【研究の概要】
ナショナリズムは悪い意味で使われることが多
いですが、学問的には、それだけではありません。
本研究は、とりわけ、リベラリズムという自由を
基調とした哲学から憲法を捉える仕方と、ナショ
ナリズムとの関係性について考察しています。
【期待される効果】
日本人とは何かを直視することで、現実に根差
した憲法理解は進むでしょう。また、そうするこ
とによってはじめて、アイヌや沖縄の人々、外国
人といった少数者とともに、健全な日本社会を形
成・維持できると考えています。
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